
令和 7 年度 事業報告 

【基本方針と活動】 

 令和 7 年度における住生活基本計画の見直しの議論でも取り上げられたとおり、2050 年

に向けての日本社会における将来推計によると、総人口が減少し続け、生産年齢人口の減

少が加速、子育て世帯が減少していく一方で単身高齢世帯は増加し続ける。家族の支援の

少ない独居の高齢者が増加することについては、当協会と会員事業者の事業に関わるとこ

ろが大きく、今後の社会のニーズの変化を注視して対応すべきところである。 

 サービス付き高齢者向け住宅は、事業者の様々な取り組みにより、独居での不安や不便

に対して、安心できる環境、健康寿命を延伸、ウェルビーイングの向上に資する暮らしを

提供することや親子・夫婦で入居できる等、様々な可能性を持ち、増大し続ける社会保障

費や介護人材の不足等の社会的課題解決に貢献できるものと考える。 

令和 7 年度、当協会では、自立期に住み替える高齢者向け住宅の健康維持、ウェルビー

イングの向上についての調査研究、また、介護サービスを外付けで提供する住宅運営事業

者の喫緊の課題である介護報酬改定への対応や物価上昇による運営経費の上昇等の経営環

境の厳しさの中、全国の各地域において、支部の支援や運営研究見学会等の開催を通じて

相談対応や有益な情報の提供等の支援を行ってきた。以下は、その事業報告である。 

 

【社員総会・理事会の開催】 

日付 会議名 決議・内容 

令和 7 年 

6 月 5 日 

みなし決議による 

理事会 

・令和 6 年度事業報告、収支決算に関する件 

・役員候補者に関する件 

6 月 23 日 第 1 回通常理事会 総会付議事項として上記についての説明 

（来賓）厚生労働省老健局高齢者支援課長  峰村 浩司 様 

国土交通省住宅局安心居住推進課長 津曲 共和 様 

定時総会 上記の総会付議事項について 

(来賓) 厚生労働省 大臣官房審議官 吉田  修 様 

     国土交通省  住宅局長    楠田 幹人  様 

臨時理事会 ・会長の選定、代表副会長、副会長の選定に関する件 

・顧問の委嘱に関する件 

・部会長及び副部会長の選任に関する件 

・1 号会員の入会に関する件 

7 月 26 日 みなし決議による 

理事会 

・「支部設置・運営等規則」の制定に関する件 

令和 8 年 

3 月 26 日 

 

第 2 回通常理事会 ・令和 8 年度事業計画、収支予算に関する件 

・令和 8 年度定時総会の招集、書面による議決権行使に関する件 

・令和 7 年度事業経過報告に関する件 

 (来賓) 厚生労働省老健局高齢者支援課長  濵本 健司 様 

     国土交通省住宅局安心居住推進課長 田中 規倫 様 

 

 

 



【企画運営委員会の開催】 

日付 会議 決議・内容 

令和 7 年 

4 月 15 日 

第 1 回企画運営委員会 ・参院選の候補者より推薦依頼があったことについて 

・厚労省の検討会への出席について 

・令和 6 年度の事業報告（案）について 

5 月 1 日 臨時企画運営委員会 ・理事の現在数 12 名のところ、1 名を加えることについて 

 

5 月 13 日 第 2 回企画運営委員会 ・5 月 19 日発信予定「書面によるみなし理事会」について 

・6 月 23 日開催予定「定時総会」「臨時理事会」について 

8 月 26 日 第 3 回企画運営委員会 ・サ高住整備事業 R8 年度以降延長の要望について 

・令和 8 年度定時総会の開催場所について 

9 月 12 日 第 4 回企画運営委員会 ・サ高住整備事業の延長の提出と要望書の内容について 

11 月 19 日 第 5 回企画運営委員会 ・令和 8 年度定時総会の開催方法とスケジュールについて 

・協会ホームページの改修について 

令和 8 年 

2 月 3 日 

第 6 回企画運営委員会 ・令和 8 年度事業計画および収支予算について 

 

 

【事業報告】 

１ 高齢者向け住宅に関する政策提言及び要望活動 

（１） 政策提言 

 千葉大学との共同研究で自立高齢者の多いサービス付き高齢者向け住宅の住空間、共

用部、居室内設備等がもたらす生活行動、そして暮らす方の健康維持、ウェルビーイン

グの状況の関係性を捉え、健康寿命の延伸に資する住宅の特徴についてメディア等の協

力を得ながら発信した。住生活基本計画の見直しにおいても議論された、高齢者が孤立

しないよう自立期に住替え、もとの住宅資産がそれを必要とする次世代に循環すること

と密接に関係することとして、今後の意見の発信につなげる。 

 

（２） 要望活動 

令和 7 年度を期限とするサービス付き高齢者向け住宅整備事業について、会員からの

意見照会のうえ、令和 8 年度以降も引き続き延長されるよう要望書をとりまとめて 9 月

18 日 芳井会長より宿本住宅局長に手交した。当整備事業については、良質なサービス

付き高齢者向け住宅の供給に対する支援について重点化を図る内容となり令和 12 年度

末までの延長が決定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【写真】手交時の様子 



 

（３）パブリックコメント公募への対応 

「有料老人ホームにおける望ましいサービス提供のあり方に関する検討会 取りまと

め素案」「住生活基本計画（全国計画）の変更（素案）」「令和 8 年度診療報酬改定に係

るこれまでの議論の整理」に関する意見募集について、関係する会員に周知、もしくは

会員からの意見を取りまとめて提出した。 

 

２ 広報活動 

諸官庁からの業界や会員向け周知依頼に即応してホームページ上で掲載、加えて月一回

配信のメールマガジンにて発信した。 

高齢者住宅新聞、ハウジングトリビューン、シルバー産業新聞等メディアにおいて、新

会長のインタビュー記事、11/14 開催「住まいと暮らしに関する実態調査に関する研究報

告会」、11/18 開催「経営者シンポジウム サ高住・住宅型有老 経営サミット」に関する

記事、その他、協会のもつ課題感、意見等について展開した。 

また、12/14 NHK 出版と共催したシニアの住まいと暮らしについての講座において、吉

田理事による「今から考えておきたい高齢期の暮らしと生活」の講演が行われた。その

他、高齢者住宅新聞社が主催する「介護経営者カンファレンス」において「自立者向け住

宅元年、シニアレジデンスに追い風到来」での対談枠に住宅・住生活部会の部会長ほか幹

事が登壇した。 

 

３ 関係団体他、外部の組織との連携・協力 

（１） 住宅・住生活に関わる団体との連携 

 「一般社団法人住宅生産団体連合会」 

 ・住生活月間中央イベント企画運営委員会への委員参加 

 ・サービス付き高齢者向け住宅整備事業の延長に関する内容において連携 

 ・成熟社会居住委員会へオブザーバー参加 

 「一般財団法人ベターリビング」 

 ・人生 100 年対応住宅部品についての周知 

 ・住宅における良好な温熱環境実現推進フォーラムへの参加 

 「一般社団法人住宅リフォーム推進協議会」 

 ・リフォームで生活向上プロジェクトに対する協賛 

 「一般社団法人日本ガス協会」 

 ・住空間の温熱環境について連携 

 「一般財団法人住まいづくりナビセンター」 

 ・空き家問題に課題感のある自治体等におけるセミナーで連携 

 「自治体：墨田区、浦安市、小金井市」 

 ・高齢者の住まいに課題感のある自治体と高齢期の暮らしに関するセミナー開催で連携 

 

（２） 高齢者向け住宅の運営、介護事業に関わる団体・組織との連携 

 「高齢者住まい事業者団体連合会」 

 ・公益社団法人全国有料老人ホーム協会と一般社団法人全国介護付きホーム協会と協働 

・当協会より幹事、監査役として就任、幹事会に参加 

・事務局会、同時に開催する厚生労働省と国土交通省の担当官との定例会に参加 



 

 

「公益社団法人全国有料老人ホーム協会」 

・主に介護サービスを外付けで提供する住宅事業者に向けた研修会にて協働 

「一般財団法人サービス付き高齢者向け住宅協会」 

 ・業界の健全な発展に資する活動において協働 

 「一般社団法人日本在宅介護協会」 

「『民間事業者の質を高める』一般社団法人全国介護事業者協議会」 

「一般社団法人全国介護事業者連盟」 

「一般社団法人シルバーサービス振興会」 

・各介護業界の各団体と連携 

「公益財団法人介護労働安定センター」、「中央労働災害防止協会」 

・介護現場の情報を伝え、また介護事業者へ正しい情報を周知 

 

（３）その他 

 厚生労働省の社会保障審議会介護保険部会の下に設置された「有料老人ホームにおける

望ましいサービス提供のあり方に関する検討会」（4～10 月まで 7 回開催）に宮本副会長

（住宅・住生活部会長）が構成員として参加、自立の高齢者が多く住まうサービス付き高

齢者向け住宅の紹介と有料老人ホームの定義となっている『食事の提供』に関する再整理

について資料とともに意見を述べた。 

 

４ 会員向けの活動（新規入会の促進を視野に入れた活動） 

（１） 住宅・住生活に関わる事業者に向けた活動 

■自立期から自分らしく暮らす住まいワーキンググループ 

8 月 20 日 

 

グランコスモ武蔵浦和 視察会 

・コスモスイニシア社のシニア分譲マンション 

・視察後意見交換会 

3 月 17 日 

 

デュオセーヌ横濱二俣川 視察会 

・フージャースコーポレーション社のシニア分譲マンション 

・視察後意見交換会 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月 20 日「グランコスモ武蔵浦和」意見交換の様子 3 月 17 日「デュオセーヌ横濱二俣川」 



■住宅・住生活部会 調査研究報告会 

11 月 14 日 「住まいと暮らしに関する実態調査に関する研究報告会」 

・自立高齢者が多く住まうサ高住入居者と事業者に向けたアンケート調査 

・調査対象 1176 棟のうち 360 棟 1445 人より有効回答を収集した 

・住室（設備）・共用部とそれによる日常生活の特徴、その先の健康維

持・ウェルビーイングへの関係性を把握したもの 

【調査報告その 1】松本住ソフト企画室 松本吉彦氏 

～空間・サービス・居住者生活について～ 

【調査報告その 2】千葉大学予防医学センター 特任助教 河口謙二郎氏 

～健康、ウェルビーイングについて～ 

・住宅の視点と健康、ウェルビーイングの視点で報告を行い、ご出席いた

だいた髙橋紘士先生に講評をいただいた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） サービス付き高齢者向け住宅運営事業者へ向けた活動 

■支部の活動 

福岡支部 10 月 24 日 午前「定例情報交換会」福岡県・福岡市住宅部局担当者参加 

午後「福岡県サ高住等事業者説明会」 

『高齢者住宅協会の直近の取り組みについて』事務局 

『サービス付き高齢者向け住宅の現状と課題』木村副会長 

兵庫支部 11 月 12 日 兵庫県介護支援専門員協会 連携 研修会 

・講義/座談会/発表、質疑応答 

講師：日本総研リサーチ・コンサルティング部門 

   高齢社会イノベーショングループ部長 紀伊信之 氏 

12 月 16 日 兵庫県立日高高等学校 

12 月 17 日 兵庫県立龍野北高等学校 

医療福祉系の学科をもつ高等学校にて、地域の介護人材の育成に係る活動と

して毎年講習会を開催 

北陸支部 北陸３県における、サ高住の運営研究見学会について打合せを進めて令和 8

年度 5 月の開催を予定 

11 月 14 日「住宅・住生活部会 調査研究報告会」と二つの報告資料 



 

■外付け型ホーム 運営研究見学会の開催 

 入居者に対する介護サービスの提供が「外付け型」の住宅（サービス付き高齢者向け住

宅及び住宅型有料老人ホーム）の運営上の課題である料金改定、介護報酬改定で対応すべ

きこと、入居促進方策等をテーマに令和 6 年度と同様に公益社団法人全国有料老人ホーム

と共同開催した。地域の業界活性化と新規入会促進につなげる狙いを持つ。 

開催日 場所 内容等 

9 月 4 日 イリス苗穂 「さっぽろ福祉生協における有料老人ホーム運営について」 

「学研ココファンのサ高住運営モデルの考え方」 

「外付け型ホームにおける収支報告の重要性について」 

12 月 3 日 ココファン

福岡清川 

「学研ココファンのサ高住運営モデルの考え方」 

「外付け型ホームにおける収支報告の重要性について」 

 

■サービス付き高齢者向け住宅経営者シンポジウム「サ高住・住宅型有老経営サミット」 

 令和 6 年度まで年一回「高齢者集合住宅研究大会」を開催してきたが、今年度は経営環

境の厳しい中で高齢者向け住宅経営者向けに同一建物減算、物価高騰、採用困難、外国人

材、DX 等をテーマにオンライン配信ではないリアルでの形式にて開催した。 

開催日 11 月 18 日 

会 場 学研ビル３階ホール 

内 容 経営セミナー 

「運営居室数１万室超・入居率 98％を実現する入居促進方法とは？」 

   学研ココファン 木村氏 

「SOMPO ケアの介護 DX」 

   SOMPO ケア 小泉氏 

大手４社によるクロストーク 

 ココでしか聞けない 大手４社外付け型ホーム運営・経営のリアル！ 

  ニチイケアパレス 櫻井氏/HITOWA ケアサービス 山本氏 

  SOMPO ケア 小泉氏/学研ココファン 木村氏 

その他 共催：公益社団法人全国有料老人ホーム協会 

後援：高齢者住宅新聞社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 18 日「サ高住・住宅型有老経営サミット」セミナー シンポジウム後の懇親会 風景 



 

■オンラインセミナー 

1 月 14 日 「スポットワークとは？ ～入門編～」 

講師：カイテク株式会社 松本氏 

・近年、ワーカーの人数、利用する事業者数も増加しているワークシェア

の分野で介護事業所・医療機関向けとして実績を積むカイテク社よりスポ

ットワークのメリットとリスクをテーマに解説 

 

５ 調査研究 

（１） 住まいと暮らしに関する実態調査 

 サービス付き高齢者向け住宅は、全国で約 29 万戸供給されているが、その 78.7％は住

室面積が 25 ㎡未満、住室面積 40 ㎡以上の住戸は全体の 4.3％（12,397 戸）にすぎない。

（令和 7 年 8 月末時点） 

当協会では、健康寿命の延伸とウェルビーイングの向上に資する高齢者向け住宅という視

点で、健康状態と住空間、共用部、設備の充実との関係性を明らかにするため、千葉大学

予防医学センターと共同研究をおこなった。 

調査の概要 目的 サービス付き高齢者向け住宅に住み替えた自立高齢者を対象に、

【A.空間・環境】【B.日常生活】【C.健康状態】の関係を把握 

 

 

 

 

 

時期 2025 年 3 月 

方法 アンケートによる調査 住宅事業者へ送付、居住者（要介護 2 以

下、単身者）へ展開を依頼 

対象 自立高齢者が多く居住する住宅 1176 棟へ調査票配布、うち有効回

答は 360 棟、1445 人 

調査結果の

ポイント 

住室 40 ㎡以上の住戸では、通常の暮らしに必要な設備や収納が比較的充

実している。住まう人は、調理・外出・趣味活動といった主体的な生活

行動が多く、生活満足度の指標も高い。とくに、自室で調理ができる二

口以上コンロを設置した住戸では、食事づくりが日常行動として維持さ

れ、それにともなう外出、買い物など身体活動の促進に貢献している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■食事の用意と外出の関係（食事の用意をしている/していない別） 



健康・ウェ

ルビーイン

グについて 

ウェルビーイングの指標を今回の調査対象入居者と年齢、性別の他、介

護の必要性、BMI、日常生活自立度や主観的経済状況等の背景要因が類

似する地域在住高齢者との間で傾向スコアマッチングの手法により比較

した結果、認知機能・身体機能・孤独感の低さ・生活満足度において、

調査対象入居者のスコアが有意に高かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 高齢期の住宅資産の循環活用について 

自立期に豊かな暮らしができる住まいを整備することに加えて、住宅資産を所有する多

くの高齢者が、それまでの住まいと暮らし方と、これからに向けての課題に気づき自ら早

めに今後についての検討をすることが、空き家の未然防止と住宅を必要とする次の世代に

循環させることにとって重要である。 

当協会では、令和 6 年度高齢者住宅財団の調査事業「高齢者の住宅資産の循環活用に関

する検討委員会」に参加したところであるが、令和 7 年度においては例年連携してセミナ

ーを開催している自治体に加えて、加賀市の委託を受けて、加賀市居住支援協議会の主催

するセミナーへ講師を派遣した。 

1 月 21 日 「高齢期の快適な住まいと暮らしについて」 

講演：高齢期の快適な住まいと暮らしについて 

ワークショップ：ライフビジョンシートを書いてみましょう！ 

主催：加賀市居住支援協議会 

講師：永野総合企画部長  

 

６ 高齢者住宅の普及促進事業 

（１） 高齢者住宅に関する情報提供事業 

 国土交通省調査事業の交付決定を受け、「サービス付き高齢者向け住宅制度の普及促進

事業」に従事した。 

 ・情報提供システム登録事務局としてシステムの管理運営を行った。 

 ・高齢期の住まいと暮らしに関する記事掲載を行い、有益情報を展開した。 

 ・法令改正に合わせ、また、事業者と自治体登録窓口のユーザビリティ向上のため、国

土交通省との打合せの下で改修をおこなった。 

 

 

 



（２） サービス付き高齢者向け住宅のあり方についての調査検討事業 

 国土交通省調査事業の交付決定を受け、「サービス付き高齢者向け住宅のあり方及び高

齢期の住まいの選択に係る支援等に関する調査事業」に従事した。 

・都道府県対象の定期調査。（自治体のサ付き住宅整備意向調査含む） 

・自立高齢者の多く住まうサービス付き高齢者向け住宅の事業者と入居者に向けアンケ

ート調査を実施、今後支援すべきサービス付き高齢者向け住宅の調査を行った。 

・住まいの改修ガイドラインの普及に関わる、空き家問題等に課題感を持つ自治体と連

携してセミナー等へ講師派遣を行った。 

① 墨田区「高齢期の住まい 早めに備える どうする実家・自宅セミナー」10/8 

※一般財団法人住まいづくりナビセンターとの協働 

② 浦安市「介護・老後で困る前に考える“住まいと暮らし”」1/24 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ サービス付き高齢者向け住宅 付帯サービス品質向上化事業 

行動規範に対する「遵守宣言」を行う会員事業者を募集（令和元年より継続） 

 ○会員事業者の介護保険制度への理解を深め、入居者への適正なサービス提供につなげ 

て業界の品質底上げを図る。「遵守宣言書」発行の現在数は 63 法人で総数 696 件（住

宅）（R8.1）となっている 

 ○有効期限を 3 年と定めており、発行した確認書の期限満了を迎える住宅の更新手続き 

を円滑に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

墨田区：すみだ安心安全居住セミナー 

『これからの住まいと暮らし賢く知って、賢く備える』 

浦安市：住まいの講習会  

『介護・老後で困る前に考える‟住まいと暮らし“』 

「行動規範 遵守宣言」案内チラシ 


